
第 2 部 近代社会と虎屋

言
2
章

大
正
時
代
の
虎
屋

明
治
四
十
五
年
(

-
九

―
二
）
、
明
治
天
皇
が
崩
御
さ
れ
新
し
い
大
正
の
時
代
が
始
ま

っ
た

。

十
五
年
と
い
う
短
期

に
終
わ
っ
た
が
、

「大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

」
「
伝
統
と
モ
ダ
ン
が
併
存
し
た
時
代
」
な
ど
の言
葉
で
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

十
二
年
(

-
九
二
三
）
九
月
に
関
東
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
る
ま
で
は
、
激
動
の
明
治
と
昭
和
の
間
に
は
さ
ま
れ
た
比
較

的
安
定
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。

こ
の
間
の
虎
屋
の
経
営
を
み
る
と
、
十
四
代

黒
川
光
景
が
明
治
三
十
二
年
か
ら
継
続
し
て
店
主
を
務
め
て
い
る

。

こ

の
頃
は
ま
だ
十
数
人
規
模
の
小
ぢ
ん
ま
り
し
た
個
人
商
店
で
あ

っ
た
が
、
御
所
御
用
だ
け
で
な
く
、
光

景
が
赤
坂
区
の

区
会
議
員
を
務
め
た
り
、

菓
子
業
界
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
役

員
を

積
極
的
に
引
き

受
け
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
世
間
か
ら
の

信
用
も
次
第
に
高
ま

っ

て
い
き
、
東
京
で
の
地
歩
も
確
固
た
る
も
の
に
な
っ
て
い
た

。

102 



第 2 章 大正時代の虎屋

(
1
)小
林
傲
三
郎

「菓
子
業
三
十
年
史
」

菓
子
新
報
社
昭
和
十

一
年
(

-
九
三
六
）

一
月

1

時
代
の
様
相

大
正
天
皇
の
即
位
と
第
＿
次
世
界
大
戦
後
の
情
勢

よ
し

ひ
と

明
治
四
十
五
年
(

-
九

―
二
）
七
月
三
十
日
、
明
治
天
皇
が
崩
御
、
皇
太
子
嘉
仁
親
王
が
皇
位
を
継
承
し
て
「
大
正
」

と
改
元
さ
れ
た

。

大
正
天
皇
の
即
位
の
礼
は
昭
憲
皇
太
后
の
大
喪
の
た
め

一
年
延
期
さ
れ
、
大
正
四
年
(

-
九

一
五
）

十

一
月
十
日
京
都
御
所
紫
痰
殿
で
行
わ
れ
た

。

こ
の
頃
の
世
界
情
勢
を
見
て
み
る
と
、
大
正

三
年
七
月
、
第

一
次
世
界
大
戦
が
起
こ
り
、
戦
火
は
や
が
て
ヨ
ー

ロ
ッ

パ
全
土
に
広
が
っ
た

。

日
本
も
同
年
八
月
、
ド
イ
ツ
に

宣
戦
を
布
告
、
連
合
国
側
の

一
員
と
し
て
参
戦
し
た

。

戦
争
は

七
年
十

一
月
ド
イ
ツ
の
降
伏
で
終
わ
っ
た
が
、
こ
の
大
戦
は
日
本
に
ほ
と
ん
ど
被
害
を
与
え
ず
、
か
え
っ
て
明
治
の
末

か
ら
不
況
に
陥
っ
て
い
た
日
本
経
済
の
回
復
の
き
っ
か
け
と
な
り
、
ア
ジ
ア
市
場
を
中
心
に
輸
出
が
増
大

、

好
景
気
に

沸
い
た

。

し
か
し
、
こ
の
大
戦
景
気
も
す
ぐ
に
底
割
れ
し
て
し
ま
い
、
七
年
に
は
米
騒
動
が
起
き
る
な
ど
景
気
は
悪

化
、

こ
れ
に
十
二
年
の
関
東
大
震
災
が
追
い
討
ち
を
か
け
る
こ
と
に
な
る

。

大
正
時
代
の
菓
子
事
情

日
本
に
洋
菓
子
が
入
っ
て
き
た
の
は
明
治
の
初
め
で
、
和
菓
子
と
共
存
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
す
で
に
紹
介
し

た
が
、
洋
菓
子
の
輸
入
か
ら
半
世
紀
、
大
正
は
菓
子
業
界
全
体
が
大
き
な
伸
び
を
み
せ
る
と
同
時
に
、
森
永
製
菓
な
ど

洋
菓
子
を
中
心
と
し
た
大
規
模
菓
子
業
者
の
営
業
が
本
格
化
し
た
時
代
で
も
あ
っ
た

。

菓
子
会
社
の
数
は
大
正
元
年
(

-
九

―
二
）
に
わ
ず
か
五
十
六
だ
っ
た
の
が
、
十
四
年
に
は

二
七
七
と
約
五
倍
に
な

っ
て
お
り
、
業
界
の
成
長
ぶ
り
を
物
語
っ
て
い
る

。

十
二
年
九
月
の
関
東
大
震
災
後
に
は

一
時
的
に
後
退
し
た
は
ず
で
、

l
、
明
治
の
終
焉
と
大
正
時
代
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第 2 部 近代社会と虎屋

大正元年-15年売り上げ高の推移 （東京店分）

悶
18 

16 

14 

12 

10 

8 

6 

4 

2 
大正元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 1 5 年
(1912) (1913) (1914) (1915) (1916) (1917) (1918) (1919) (1920) (1921) (1922) (1923) (1924) (1925) (1926) 

出典 ： 「菓子賣上日記」

値
上
げ
を
行
っ
た
こ
と
が
大
き
な
理
由
と
い
え
よ
う
。

が
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

た
だ
し
大
正
七
年
(

-
九

一
八
）

大
正
時
代
の
虎
屋
の
売
り
上
げ
を
見
て
み
る
と
、
明
治
の
頃
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ

て
、
上
昇
の
波
が
そ
の
ま
ま
引
き
継

か
ら
九
年
に
か
け
て
数
字
が
急
激
に
伸
び
て
い
る
の

は
、
菓
子
そ
の
も
の
の
売
り
上
げ
増
と
い
う

よ

り
は
、
極
端
な
イ
ン
フ
レ
に
よ
る

原
材
料
の
高
騰
に
よ
っ

て
、
頻
繁
に

一
、
順
調
な
伸
び
を
み
せ
た
売
り
上
げ

共
存
し
な
が
ら
発
展
し

て
い
っ
た
と
い
え
る
。

ー
ル
が
盛
ん
に
開
店
す
る
よ
う
に
な
る
と

、

コ
ー
ヒ
ー
と
と
も
に
供
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の

二
年
後
の
数
字
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
全
体
的
に
は
順
調
な
伸
び
を
み
せ
業
界
の
発

展
に
勢
い
が
つ
い
て
い

菓
子
の
西
洋
化
は
さ
ら
に
進
み
、
キ

ャ

ラ
メ
ル
、
ド
ロ

ッ
プ

、

ス
ク
リ
ー
ム
、

チ
ョ
コ
レ
ー

ト
、
ボ
ン
ボ
ン
、

ビ
ス
ケ
ッ

ト
、

ケ
ー
キ

な
ど
の
洋
藻
子
が
東
京
ほ
か
大
都
市
を
中

心
に
増
え
て
い
っ
た
。

ま
た
、
喫
茶
店
や
ミ

ル
ク
ホ

か
と
い

っ
て

、

利
菓
子
の
人
気
が
衰
え
た
わ
け
で
は
な

く
古
来
の
伝
統
行
事
や
生
活
文
化
と
も
結
び
つ
い
て
人
々
の

生
活
に
深
く
浸
透
し
て
お
り
、
そ
の
地
位
は
依
然
と
し
て
揺
る
が
な
か

っ
た
。

当
時
庶
民
の
間
で
よ
く
食
べ
ら
れ
て
い

た
和
菓
子
は

、

大
福
、
餞
頭
、
羊
羹
、
甘
納
豆
、
最
中
な
ど
で

、

現
在
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い

。

そ
の
ほ
か
甘

味
処
で
、
汁
粉
や
み
つ
豆
を
楽
し
む
甘
党

も

多
か
っ
た
。

和
菓
子
と
洋
菓
子
は
競
争
関
係
に
あ
っ
た
と
い
う
よ
り
は
、

2

経
営
の
動
向

む
し
ろ
両
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
を

か
た
ち
づ
く
り
、

た
と
い
え
よ
う

。

ア
イ
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第 2 章 大正時代の虎屋

「掛賣明細帳」 （大正 1 4年）

ち
な
み
に

『菓
子
新
報
』
で
は
、
簡
単
な
が
ら
虎
屋
の
繁
盛
ぶ
り
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る

。

く
わ
し
や
い
へ
が
ら
だ
い
と
う
れ
き
だ
い
く
わ
う
し
つ
ご
よ
う
め
い
か
う
む
い
ふ
つ
う

あ
か
さ
か

赤
坂
の
虎
屋
は
菓
子
屋
と
し
て
の
家
柄
が
第

一
等
で
、
歴
代
皇
室
の
御
用
命
を
蒙
つ
て
居
る
、
…
（
中
略
）
…
普
通

そ
ち
う
も
ん
お
ほ
う
り
あ
げ
た
い

み
せ
だ

の
菓
子
屋
の
や
う
に
店
を
出
し
て

賣
つ
て
は
居
な
い
が
、
夫
れ
で
も
注
文
が
多
い
の
で
賣
上
は
太
し
た
も
の
だ
、

こ
の
期
間
、
も
っ
ぱ
ら
注
文
販
売
で
あ
り
な
が
ら
、
店
頭
販
売
し
て
い
る
店
に
も
負
け
な
い
く
ら
い
売
り
上
げ
を
あ

実
を
結
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
て
、

げ
ら
れ
た
の
は
、
お
得
意
様
の
数
を
拡
大
で
き
た
か
ら
で
あ
ろ
う

。

大
正
十
二
年
の
関
東
大
震
災
以
降
の
積
極
商
法
が

一
般
の
会
社
や
銀
行
関
係
な
ど
も
新
し
い
お
得
意
様
と
し
て
加
わ
り
、
順
調
に
業
績
を

二
、

広
が
る
お
得
意
様
の
層

い
る

。

の
を
紹
介
す
る

。

伸
ば
し
て
い
っ
た

。

『菓
子
新
報
』
第

一
―
三
号

大
正
二
年
(

-
九

一
三
）
八
月
十
日

こ
の
時
代
、
御
所
や
旧
公
家
以
外
の
お
客
様
と
し
て
は
、
明
治
時
代
に
続
き
松
方
正
義
ら
明
治
の
元
勲
、
あ
る
い
は

鍋
島

、

島
津
ほ
か
旧
藩
主
が
あ
り
、
さ
ら
に
は

三
井
、
岩
崎
、
大
倉
ら
の
財
閥
関
係
な
ど
か
ら
も
注
文
を
い
た
だ
い
て

や
が
て
関
東
大
震
災
後
の
大
正
十

三
年
(

-
九
二
四
）
頃
か
ら
は
、
十
五
代
黒
川
武
雄
が
丸
の
内
近
辺
へ
の
働

き
か
け
に
力
を
入
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
新
た
に

一
般
会
社
や
個
人
の
お
得
意
様
も
増
え
て
い
っ
た

。

そ
の
主
な
も
の
を
あ
げ
る
と
、
凸
版
会
社
、
国
民
新
聞
社
、
日
本
電
報
通
信
社
、
十
五
銀
行
、
北
海
逍
拓
殖
銀
行
、

第

一
銀
行
、
第
百
銀
行
、
さ
ら
に
は
文
藝
春
秋
社
や
松
坂
屋
、

三
越
呉
服
店
な
ど
が
あ
っ
た

。

こ
れ
ら
の
会
社
や
銀
行

の
ほ
か
に
、
個
人
で
は
歌
舞
伎
の
五
代
目
中
村
歌
右
衛
門
や
七
代
目
松
本

幸
四
郎
な
ど
も
新
た
に
名
前
が
み
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
そ
の
層
は
広
が
っ
て
い
っ
た

。

以
下
、
五
七

三
六
件
に
の
ぼ
る
大
正
時
代
の
お
得
意
様
の
う
ち
、
主
な
も
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第 2 部近代社会と虎屋

大正2年-15年の主要顧客一覧

個人

皇 室 宮城、東宮御所

朝香宮鳩彦王、有栖川宮威仁親王、 麻布御殿、華項宮博忠王、賀陽宮恒憲王、閑院宮載仁親王、

宮 家 北白川宮成久王、久通宮邦彦王、 高松宮宣仁親王、竹田宮恒久王、 秩父宮擁仁親王、

梨本宮守正王、東久通宮稔彦王、東伏見宮依仁親王、伏見宮貞愛親王、山階宮武彦王

公爵 岩倉具綱、九條道孝 ・ 道賞、 三條公美 ・公輝、島津忠清、徳大寺公弘、松方巌

没野長勲、池田禎政・ 宣政、井上勝之助、大久保利和、木戸孝正 • 幸一、久遁邦久、黒田長成、

侯爵 久我通久、小松輝久、西瑯従徳・尚典、徳川茂承、 中御門経恭、鍋島直大、蜂須賀茂詔、

細川護成・設立、山階芳麿

姉小路公政、井伊直忠、伊東靖祐、大村純雄、小笠原長幹、奥平昌恭、香川敬三 · 櫻男、

華
伯 爵

加藤高明、樺山愛輔、組井鼓常、甘露寺義長 · 受長、清棲家教、 黒木為禎• 三次、 酒井忠道、

園基資、津軽承昭• 英麿、藤堂高紹、徳川達道、 戸田氏共、 東久世通敏、久松定誤、 土方久元、

平田東助、痰橋慎光、坊城俊章、堀田正倫、萬里小路通房、 室町公大、柳原義光、山田英夫

音山忠精、阿部正功、綾小路護、池田清就、稲薬正縄• 正凱、井上勝純、大岡忠網、

勘解由小路資承、加藤泰秋、京極高備、京極高頼、 黒田和志•廣志、 相良頼紹 • 頼綱、

族
子爵

末松春彦、 仙石政固、相馬順胤、高木正善、高松賓村、田中阿歌麿、千種有梁、藤堂高義、

西尾忠篤 • 忠方、波多野二郎、東園基愛 • 基光、東坊城徳長 ・政長、面蒻逸人、 北條氏恭、

保科正昭、堀河護麿、牧野一成、松平直平、松平頼孝、松平容大、松平康民、水野忠美、

武者小路公共、毛利元雄、毛利元秀、森俊成、森 清、 薮篤麿、 吉田良正

男爵
岩倉道倶、 岩倉具穂、 岡野敬次郎、北島貨孝、小早J I I元治、斯波蕃 • 忠三郎、高橋新二、

徳J I !厚、鍋島直明、鍋島幹 • 陸郎、 毛利五郎、没野養長、没野守夫、黒田長和

青木周蔵（子）、岩村一木（男）、大隈重信（侯）・信常 （侯） 、大津淳一郎、岡田良平、

尾崎三良（男）・洵盛（男）、加藤高明（伯）、倉富勇三郎（男）、西園寺公望（公）、阪谷芳郎（男）、

官吏・政治家
高栂是消（子） 、徳川炭喜（公）、前島密（男）、牧野伸顕（伯）、松方正義（公）、 水町袈裟六、

村木雅美（男）、望月小太郎、山本達雄（男）、湯浅倉平（男）、横田千之助、 黒田消綱（子）、

末松謙澄 （子）、杉孫七郎（子）、 山尾附三（子）、楠田申八郎（男）、鈴木大亮（男）、園田孝吉（男） 、

武井守正（男）

岩崎小弥太（男）、岩崎久弥（男）、大倉喜八郎（男）、大橋新太郎、久原房之助、近藤廉平（男） 、

実業家 渋沢栄一（子） 、 高橋新吉（男）、中島久万吉（男） 、 服部金太郎、益田孝（男） 、 三井高保（男）、

光永星郎、 村井吉兵衛、森村市左衛門（男）、 諸戸清六

軍 人
伊東祐亨（伯）、大島久直（子）、桂太郎（公）、樺山資紀（伯）、鈴木貰太郎（男） 、溝口直正（伯）、

岡澤精 （子）、中牟田倉之助（子）、 真木長義（男）

その 他
市川中車、梅若万二郎、 大川周明、大谷竹次郎、大谷光瑞、観世鋏之亜、 北大路魯山人、

久米桂一郎、 5代目中村歌右衛門、 5代目中村福助、 穂積陳重 （男）、 穂積八束、 7代目松本幸四郎

注 ：（ ）内は爵位を示す。

企業・団体

企 業

財 閥

学 校

役所 ・ 病院

軍

寺社 ・団体

飲食店

愛知銀行、越後屋呉服店、神田銀行、久原鉱業、智醒社、 小池銀行、鴻池銀行、国民新聞社、

清水組、十五銀行、 大丸呉服店、台湾銀行、島屋、中外印刷会社、帝国劇場、凸版印取l、

日本銀行、日本電報通信社、藤本銀行、冨山房、文藝春秋社、北海道拓殖銀行、毎夕新聞社、

松坂屋、 萬長呉服店、 三越呉服店、村井鉱業会社、横浜正金銀行

浅野財閥； 浅野物産

渋沢財閥； 王子製紙•第一銀行・東京貯蔵銀行・日本郵船会社

三井財閥； 三井合名会社 ・ 三井同族会 · 三井物産• 三井銀行 ・ 三井慈普病院

三菱財閥； 三菱合資会社 ・ 三菱商事会社

川崎財閥；第百銀行 ・ 紅莱館

跡見女学校、 学習院、國學院大學、 実践女学校、女子高等師範学校、第一高等学校、第三高等学校

赤坂区役所、貴族院、済世会、 衆議院、朝鮮総督府、帝室林野局、東京市役所、東界電気、

内閣総理大臣官舎、日本銀行、日本赤十字社

偕行社、近衛野砲兵連隊将校団 、 軍人後援会、在郷軍人会、忠勇顕彰会

愛国婦人会、 華族会館、憲政会、泉涌寺雲龍院、帝国水難救済会、 帝国飛行協会、明治神宮、

東京倶楽部、 東寺、数川稲荷、日蓮宗宗務院、日本海員腋済会

花月楼、亀消楼、新花林、新喜楽、新紅築、 清月、精稲軒、花家、花や、瓢家、 星岡茶寮、三河屋、もみぢ、

八百勘楼、錦林、 林屋、春梅、 春の家、鈴春本、春本、 古春本、 金春本、 染春本、 蔦春本、竹春本

順不同
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(
2
)千
菓
子
の

一
種

。

砂
糖
に
穀
物
の
粉

な
ど
を
加
え
た
生
地
を
、
木
型
に
詰
め
て

打
ち
出
し
た
も
の

。

落
雁
な
ど
も
こ
れ
に

あ
た
る
。

な
か
っ
た
。

三
、
御
所
御
用

御
用
の
傾
向

こ
こ
で
御
所
御
用
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い

。

大
正
元
年
(

-
九
―
二
）
九
月
の
明
治
天
皇
の
大
喪
の
礼
や
四
年

十
一
月
の
大
正
天
皇
即
位
の
礼
を
経
て

、

大
正
時
代
も
順
調
に
推
移
し
て
い
た

。

た
だ
十
年
を
境
に
、
ヨ
ー

ロ
ッ

パ
、

台
湾
、
樺
太
へ
の
訪
問
、
北
海
道
、
四
国
、
仙
台
ほ
か
で
の
大
演
習
出
席
の
際
な
ど
東
宮
関
係
の
行

啓
御
用
が
急
激
に

増
え
る
よ
う
に
な

っ
た
。

こ
れ
は
健
康
が
す
ぐ
れ
な
か
っ
た
大
正
天
皇
の
名
代
と
し
て
、
皇
太
子

（後
の
昭
和
天
皇
）

が
摂
政
と
な
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
。

御
用
の
傾
向
と
し
て
は
、
例
え
ば
大
正
十
年
三
月

三
日
の
皇
太
子
訪
欧
の
際
に
注
文
を
い
た
だ
い
た
菓
子
は
、
外
国

(
2
)
 

へ
の
長
旅
の
た
め
H

保
ち
が
す
る
紅
白
の
押
物
製
、
缶
詰
め
に
し
た

羊
羹
、
煎
餅
な
ど
が
中
心
で
あ
る
。

ち
な
み
に
羊

羹
は

「お
も
か
げ
」
「
夜
の
梅」
な
ど
現
在
で
も
人
気
の
名
前
が
あ
が

っ
て
い
る
。

一
方
、
数
量
か
ら
い
え
ば
軍
事
演
習
で
の
御
用
が
突
出
し
て
い
る
と
い
え
よ
う

。

期
間
が
長
い
も
の
で
は
大
正
十

一

年
＋

一
月
の
陸
軍
の
四
国
大
演
習
が
あ
り
、

二
十
五
日
間
に
も
わ
た
る
御
用
を
い
た
だ
い
て
、

多
い
と
き

に
は

一
日
に

紅
白
の
押
物
が
合
計
四
0
0
0

個
も
納
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

御
用
の
実
際

御
所
御
用
で
大
膳
寮
へ
商
品
を
納
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
参
上
す
る
店
員
の
氏
名
や
、
使
用
す
る

原
材
料
の
産
地

、

使
用
色
素
を
届
け
出
る
ほ
か
、

「
大
膳
寮物
品
供
給
人
心
得
書
」
に
従
っ
て
所
定
の
証
明
書
を

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

「
大
膳
寮
物
品
供
給
人
心
得書
」
（
要約
）

①
大
膳
寮
へ
物
品
提
供
を
希
望
す
る
も
の
は
、

営
業
証
明
書
、
納
税
証
明
書
、
戸
籍
謄
本
な
ど
を
添
付
し
、
二
名

以
上
の
連
帯
保
証
人
を
付
け
、
願
書
を
提
出
す
べ
し
。
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御前菓子花競

意
匠
が
特
徴
で
あ
る

。

紹
介
す
る

。

お

ま

え
が
し

御
前
菓
子

②
物
品
納
付
に
当
た
っ
て
は
主
任
官
吏
立
ち
会
い
の
上
、
検
森
を
受
け
た
後
物
品
を
引
き
渡
す
べ
し

。

③
物
品
納
付
後
、
製
作
上
の
疎
漏
に
よ
っ
て
破
損
し
た
場
合
は
、
供
給
人
は
満

一
年
間
そ
の
責
に
任
じ
、
引
き
換

え
ま
た
は
補
修
を
な
す
べ
し

。

ち
な
み
に
大
正
五
年
(

-
九

一
六
）
九
月
十
三
日
に
十
四
代
黒
川
光
景
が
宮
内
省
大
膳
寮
あ
て
に
出

し

た
「
御
所
御

用
に
参
上
す
る
店
員
の
届
書
」
に
は
、
店
主
の
光
景
の
ほ
か
、
市

川
戸
市
、
持
田
倉
蔵
、
水
越
竹
蔵
、
横
山
九

十

一 、

四
、
大
正
時
代
の
菓
子

次
第
に
広
が
っ
て
い
く
お
客
様
の
要
望
に
応
え
る
よ
う
に
、
大
正
時
代
に
は
、
製
造
品
目
に
そ
れ
ま
で
み
ら
れ
な
か

っ
た
よ
う
な
菓
子
が
少
し
ず
つ
加
え
ら
れ
て
い
っ
た

。

こ
れ
に
は
、
特
に
当
時
隆
盛
を
極
め
た
三
井
家
や
岩
崎
家
な
ど

の
財
閥
か
ら
、
折
々
に
菓
子
の
注
文
が
大
量
に
人
り
、
求
め
ら
れ
る
商
品
の
幅
が
広
が
っ
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
の

だ
ろ
う

。

西
洋
化
と
い
う
時
代
の
流
れ
も
和
菓
子
作
り
に
大
き
く
影
響
し
た

。

こ
の
頃
の
虎
屋
の
記
録
に
は
、
バ
ナ
ナ
形
、
レ

モ
ン
入
と
い
っ
た
意
匠
や
素
材
も
み
え
、
当
時
の
嗜
好
が
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る

。

な
お
、
こ
の
時
代
に
生
ま
れ
た
菓
子
の
多
く
が
現
在
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る

。

以
下
代
表
的
な
も
の
を
い
く
つ
か

御
前
菓
子
と
は
桜
、
菊
、
牡
丹
な
ど
を
精
緻
に
う
つ
し
た
大
型
の
押
物
類
で
あ
る

。

こ
の
名
は
虎
屋
独
特
の
用
語
で
、

「
神
仏
の
御
前
に
お
供
え
し
た
」
こ
と
か
ら
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う

。

こ
れ
ら
は
三
井
家
を
は
じ
め
と
す
る

財
閥
よ
り
、
祭
祀
な
ど
諸
行
事
用
と
し
て
頻
繁
に
注
文
い
た
だ
い
た
も
の
で
、
い
か
に
も
大
正
時
代
ら
し
く
華
や
か
な

末
廣
十
九
蔵
の
五
人
の
名
前
が
み
え
る

。
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(
3
)大
正
四
年

「掛
賣
明
細
帳
」
第
二
号

(
5
)米
津
風
月
堂
店
主
米
津
松
造

4
)
保
坂
幸
三
編

「菓
業
人
国
記
」
和
洋

菓
子
新
聞
社
大
正
六
年
十
月

か
ら
わ
か
る
。

あ
る
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
に
は
財
閥
が
解
体
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り

、
現
在
で
は

一
般
の
慶
弔
用
と
し
て
製
造
し
て
い
る

。

お
も
か
げ
（
悌
）

夜
の
梅
と
と
も
に
、
現
在
虎
屋
の
羊
羹
の
代
表
と
も
い
う
べ
き
「
お
も
か
げ
」
も
、
こ
の
頃
生
ま
れ
た
菓
子
で
あ
る
。

お
も
か
げ
と
は
、
思
い
出
深
く
心
に

残
る
人
や
事
物
の
様
子
を
表
現
し
た

奥
ゆ
か
し
い
言
葉
で
、
原
材
料
と
し
て
使
わ

れ
て
い
る
黒
砂
糖
の
風
味
が
、
過
ぎ
去
っ
た
人
の
記
憶
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
と
こ
ろ
か
ら
つ
け
ら
れ
た
と
い
う。

(
3
)
 

正
式
な
発
売
時
期
は
は
っ
き
り
し
な
い
が

、

今
の
と
こ
ろ
大
正
四
年
(

-
九

一
五
）
に
販
売
さ
れ
た
記
録
が
初
見
で

五
、
大
正
時
代
の
光
景

光
景
の
活
躍

光
景
が
店
主
で
あ
っ
た
期
間
は
四
十
年
以
上
に
わ

た
る
が
、
最
も
精
力
的
に
活
動
し
た
の
が

こ
の
時
代
で
あ
っ
た

。

光
景
は
明
治
に
引
き
続
き
、
公
職
と
し
て
、
菓
子
団
体
の
役

員
や
、
菓
子
品
評
会
の
審
査
員
、
赤
坂
区
会
議
員
な
ど
を

務
め
て
お
り
、
社
会
や
業
界
に
向
け
て
の
行
動
、
発

言
が
よ
り
積
極
的
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、

当
時
の
業
界
誌
な
ど

(4
)
 

こ
の
頃
、
光
景
は
世
間
に
ど
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か

。
『第
業
人
国
記
』
に
は
次
の
よ
う
に

書
か

れ
て
い
る
。

す
で

と
う
と
う
つ

え

ど
そ
だ
き
や
う

ふ
う
か
く
し
か
け
い
だ
い
／

＼
く
わ

氏
の
生
國
は
京
都
な
れ
ど
も
二
歳
に
し
て
既
に
東
都
に
移
り
江
戸
に
育
つ
て
京
の
風
格
を
識
ら
ず
、
家
系
代
々
菓

か
れ

せ
い
ら
い

お
よ
か
う
ん
と
み
か
た
く
は

子
を
業
と
し
、
氏
の
業
を
樅
ぐ
に
及
ん
で
家
運
頓
に
固
き
を
加
え
た
り
と
偲
へ
ら
る
、

…

（
中
略
）…
彼
は
性
来
の

ご
と

せ
い
か
く
れ
ん
け
つ
て
ん
た
ん
じ
ん
か
く
す
う
か
う

・
・

し

(
5)
あ
ひ
た
い
じ
げ
ふ
か
い
ぢ
う
ち
ん

ち
よ
く
じ
ゃ
う
け
い
か
う
あ
た
か
た
け

直
情
径
行
恰
も
竹
を
割
つ
た
る
如
き
性
格
廉
潔
に
し
て
括
淡
、
人
格
崇
高
、
米
津
氏
と
相
到
峙
し
て
業
界
の
重
鎮

と
く

い

べ
ん
ぜ
つ
ふ

る
あ
い

て

か
た
し
ん
か

れ

ご
と
さ

た
り
、
ゼ
エ
ン
ト
ル
マ
ン
の

型
と
は
慎
に
彼
の
如
き
を
指
す
も
の
乎

。

…

（
中
略）…
得
意
の
辮
舌
を
奮

つ
て
到
手

た

A

ま
す
／
＼

べ
ん

い
き
あ
た

べ
か
せ
い

ぢ
じ
ゃ
う
す

こ

ぶ

し
ゆ
み

け
む

ま

を
煙
に
捲
か
ず
ん
ば
已
ま
ず
、
多
々
盆
々
辮
じ
、
意
氣
常
る
可
ら
ざ
る
も
の
あ
り

、
政
治
上
に
も
頗
る
趣
味
あ
り
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(
7
)東
京
の
菓
子
閤
の
主
人
の
集
ま
り

6
)
「
榮太
棲
も
の
が
た
り
」

光
景
の
菓
子
観

光
景
は
も
ち
ろ
ん
、
本
業
の
菓
子
作
り
に
対
し
て
も
深
い
造
詣
と
強
い
情
熱
を
持
っ
て
い
た

。

以
下
は

『サ
果
子
新
報』

か
ら
品
評
会
の
感
想
を
求
め
ら
れ
た
と
き
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記

事
で
あ
る
が
、
光
景
は
こ
の
な
か
で
、
近
来
生
菓
子
の

製
作
に
進
歩
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
、

ま
た
和
菓
子
の
進
歩
の
た
め
に
は
、

研
究
を
重
ね
た
り
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
力
説
し
て
い
る

。

け
い
か
う
こ

A

ろ
し
な
い
ど
う
け
ふ
し
や
せ
い
く
わ
み
こ

き
ん
ら
い
ま
す
／
＼
く
わ
し
し
よ
く
に
ん
へ

近
来
は
盆
々
菓
子
の
職
人
が
減
つ
て
来
る
傾
向
が
あ
る
、
試
み
に
市
内
の
同
業
者
の
製
菓
を
見
る
に
、
之
れ
ぞ
慎

た
い
く
わ
し
れ
う
り
ふ
ず
ゐ

く
わ
し
ほ
ん
れ
う
は
つ
き
を

に
菓
子
と
し
て
の
本
領
を
殷
揮
し
て
居
る
と
見
る
べ
き
も
の
が
な
い
、

一
体
菓
子
と
い
ふ
も
の
は
、
料
理
に
附
随

で
き
か
な
し
ん
せ
ん
で
ふ
け
ん
そ
な
を
そ
の
む
か
し

し
て
出
来
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
必
ら
ず
新
鮮
な
り
と
い
ふ
條
件
を
具
へ
て
居
ら
ん
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
其
往
昔
は
、

こ
ん
に
ち
じ
ゃ
う
た
い
み

す
な
は
つ
く

く
わ
し

菓
子
と
は
、
作
顛
と
書
い
た
も
の
で
、
即
ち
作
る
と
い
ふ
事
に
な
つ
て
居
つ
た
の
だ
が
、
今
日
の
欣
態
を
見
る
と
、

ハ
イ
カ
ラ
な
面
も
持
っ
た
人
で
あ

っ
た
。

こ
れ
ま
た
•
•

お
い
ば
う
ゑ
ん
ぜ
ん
お
も
な
か
れ
は
う
ふ
と
こ
ろ
た
だ
く
わ
げ
ふ
し
や
そ
の
を
は
ね
が

り
を
麓
ふ
の

之
亦
赤
坂
に
於
て
は

一
方
に
宛
然
重
き
を
為
す
、
彼
の
抱
負
と
す
る
虞
営
に

一
菓
業
者
と
し
て
其
終

か
し
よ
ぐ
わ
こ
つ
と
う
し
ゆ
み
か
い
か
ご
げ
ん
せ
い
く
わ
し
ど
う
め
い
か
い
ふ

/
2

‘
わ
い
ち
ゃ
ぅ

あ
ら

み
に
非
ざ
る
可
き
か
、
彼
れ
は
書
讃
骨
菫
の
趣
味
を
解
し
且
つ
碁
を
よ
く
す
、
現
に
生
菓
子
同
盟
會
副
會
長
に
し

じ
ん
ば
う
こ
と
た
か

て
、
人
望
殊
に
高
し

。

こ
れ
を
見
る
と
、

て
は
、と

言
え
よ
う

。

光
景
が
業
界
に
向
け
て
か
な
り
積
極
的
に
発

言
し
て
き
た
こ
と
が
、

く
力
と
な
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る

。

ま
た
す
で
に
趣
味
人
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う

。

黒
川
家
と
親
交
の
深
い
榮
太
棲
純
本
鋪
の
六
世
細
田
安
兵
衛
氏
も
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る

。

今
日
の
如
き
関
係
に
至
っ
た
の
は
、

―
一人
は
明
治
四
年

十
四
代
黒
川
光
景
と
四
世
細
田
安
兵
衛

（
一
八
七

一
）

虎
屋
を
確
固
た
る
地
位
に
導

（
私
の
祖
父
）

辛
未
の
同
じ
年
生
ま
れ
で
あ
っ
た

。

そ
の
点
に
つ
い

と
の
交
わ
り
か
ら
だ

丁
度
二
十
代
で
は
共
に
菓

子
税
撤
廃
運
動
に
同
志
と
し
て
活
躍
し
た
が
、
後
に
「

H

本
菓
子
技
術
奨
励
会
」
「
東
京
第
子
業
同
盟
会
」
な
ど

の
結
成
や
、
「
東
菓
会
」
な
ど
を
通
じ
親
交
を
深
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る

。

私
な
り
の
印
象
で
は
、
光
景
は
痩
身

で
数
々
と
し
た
ち
ょ
っ
と
文
化
人
風
に
見
え
る
地
味
な
方
で
あ
り
、
そ
の
く
せ
、
戦
前
ゴ
ル
フ
ァ
ー
で
あ
る
な
ど

品
評
会
に
優
秀
な
作
品
を
出
し
あ
っ
た
り
、
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な
か
／
＼

さ
く
く

わ
ど
こ
ろ

さ
わ

さ
か
の
ぽ

と

く
か
は
ゞ
く

ふ
ま
つ
え
ふ
じ
だ
い
み
ひ
じ
ゃ
ぅ

却
々
作
菓
虜
の
騒
ぎ
で
は
な
い
遡
つ
て
徳
川

幕
府
の
末
葉
時
代
を
見
て
も
、
非
常
に
よ
い
も
の
が
作
ら
れ
て
あ
つ

え

い
け
ふ

た
い
せ
う

こ

ん
に
ち
お
よ
ゐ

か
ん

そ
の
る

ゐ

ま

も
の

み
あ
た

た
が
、
大
正
の
今
日
に
途
ん
で
は
、
遺
憾
な
が
ら
其
幽
を
磨
す
丈
け
の
物
は
見
嘗
ら
ぬ

、

併
し
何
う
い
ふ
影
響
か
、

き

ん
ら
い

ひ
ぐ
わ
し

や

さ
か

じ

ゅ
ゃ
う
こ
の
は
う
め

ん

す
こ

み

も

の

近
来
は
干
菓
子
が
梢
や
盛
ん
に
需
用
さ
れ
る
や
う
に
な
つ
た
の
で
、
此
方
面
に
は
少
し
は
見
る
べ
き
物
が
あ
る
が
、

な
ま
も

の
お
い

ぜ
ん
だ
ん

あ
り
さ
ま
ほ
と
ん

し

ん
ぼ

み

じ
ぶ
ん
は
た

こ

ん
に
ち
な
ま
ぐ
わ

生
物
に
於
て
は
、
前
段
の
有
様
で
あ
つ
て
、
殆
ど
進
歩
の
見
る
べ
き
も
の
が
な
い
、
自
分
は
果
し
て
今
日
の
生
菓

な
ま
ぐ
わ
し
げ
ふ
ま
す

／

＼
た

い
ほ
い

て
居
る
と
は
い
は
ぬ
‘
雖
然
、
世
人
か
ら
、
生
菓
子
業
は
盆
々
退
歩
す
る
と
謂
は
れ

し
む
か
し
く
ら
お

と

子
を
往
昔
に
較
べ
て

、

劣
つ

な
ん
ら

べ
ん
そ
み

ち
き
く
わ
い

ご
と

い
う

り

い
う
え
き
く
わ
い
き
よ

さ

い

て
も
何
等
辮
疎
の
道
が
な
い
の
で
あ
る
、
此
時
に
際
し
て
、

貴
會
の
如
き

、

有
利
有
盆
な
會
が
撃
催
さ
れ
る
と
い

こ
と
す
な

は

こ

の
け
つ
か
ん
ほ
そ
く
お
も
ち
う
し
ん
く
わ

ん
げ
い
せ

う

た

ま
へ

と
ほ

ふ
事
は
、
即
ち
此
鋏
陥
を
補
足
す
る
も
の
で
あ
ら
う
と
忠
ふ
て
、
衷
心
馳
迎
の
楠
に
堪
え
ぬ
、
前
に
も
い
ふ
通
り
、

に
ほ
ん
く
わ
し

し
ん
せ
ん

こ
と
ひ

つ
え
う
も
ち
ろ
ん
く
わ

し

ほ
ん
た
い

ち
ゃ
う
じ
か
ん
た

こ

の
ひ
つ

日
本
菓
子
は
新
鮮
と
い
ふ
事
が
必
要
で
あ
る
、
勿
論
菓
子
の
本
体
が
、
長
時
間
に
堪
え
ぬ
と
い
ふ
の
だ
か
ら
、
此
必

え
う
お

こ
と

か
く

し
ん
せ
ん

こ
と

ゆ
う
で

ふ
け
ん
ゐ
も

く

か
わ

れ
／

＼

に
ほ
ん
く
わ
し
げ
ふ
し
や

要
も
起
る
の
で
は
あ
る
が
、
兎
に
角
新
鮮
と
い
ふ

事
が
、
唯

一
條
件
に
な
っ
て
居
る
、
目
下
我
々
日
本
菓

子
業
者

な
が
も
は

う

は
ふ
か
う
ゐ
ま
れ
う

は
ふ
み

い
だ
え

あ

る
ひ

こ

の
も

は
、
長
く
保
た
せ
る
と
い
ふ
方
法
を
講
じ
て
居
る
が
未
だ
良
法
を
見
出
し

得
ぬ
、
或
は
此
保
た
ぬ
と
い
ふ
事
が

、

鳳

東
京
菓
子
業
同
盟
会

明
治
十
八
年
(
-
八
八
五
）
の
菓
子
税
施
行
を
き
っ
か
け
と
し

て
、

各
地
で
菓
子
組
合
が
設
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
大
正

時
代
東
京
で
最
も
大
き
か
っ
た
の
は
、
東
京
和
洋
菓
子
問
屋
組

合
・
内
外
製
菓
東
京
卸
業
組
合
・
東
京
掛
菓
子
製
造
業
組
合
を
統

*
1
 

合
し
て
結
成
さ

れ
た
東
京
菓
子
同
業
組
合
で
、
こ
こ
に
は
森
永
製

菓
、
木
村
屋
な
ど
有
名
な
店
も
含
ま
れ
て
い
た
。

一
方
、
米
津
風
月
堂
の
米
津
松
造
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
つ
く

ら
れ
た
和
洋
菓
子
業
者
の
統
合
組
織
が
東
京
菓
子
業
同
盟
会
で
、

虎
屋
も
こ
こ
に
参
加

、

光
景
は
副
会
長
を
務
め
た
。

東
京
菓
子
業

同
盟
会
は
、
組
合
組
織
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
同
業
組
合
に
す
る

べ
く
運
動
を
展
開
し
た
が
、
大
正
七
年

(-
九

一
八
）
三
月
の
定

期
会
を
最
後
に
解
散
す
る
こ
と
に
な
る

。

解
散
の
理
由
を

示
す
公
式
な
文
書
は
な
い
が
、
同
年
四
月
十
日

付
の

「東
京
菓
子
新
聞
」
に
よ
る
と
、
同

会
が
選
挙
の
応
援
を
決

*
2
 

定
し
て
い
た
糖
税
軽
減
期
成
同
盟
会
長
の
蔵
原
維
郭
が
大
正
五
年

に
落
選
し
た
た
め
、
そ
の
責
任
を
と

っ
て
会
長
の
米
津
松
造
は
辞

職
、
副
会
長
で
あ
る
光
景
も
辞
表
を
提
出
し
た
。

光
景
は
会
の
存

続
の
た
め
慰
留
さ
れ
留
任
と
な
っ
た
が
、
そ
の

後
、
同
会
の
細
田

安
兵
衛
（
榮
太
棲
）、

大
住
喜
右
衛
門

（
胤
月堂
）
ら
有
力
会
員

が
相
次
い
で
脱
退
届
を
出
し
た
た
め
、
七

年
つ
い
に
解
散
に
い
た

っ
た
と
の
説
明
が
あ
る

。

*
1

「菓
子
新
報
」
第
四
十
八
号
明
治
四
十

二
年

＿二月
二
十
五
日

*
2

明
治
三
十
四
年
以
降
施
行
さ
れ
た
砂
糖
消
費
税
の
こ
と
。

大
正
時

代
に
は
、
こ

の
税
に
反
対
し
て
第
子
業
者
お
よ
び
組
合
が
積
極
的

に
撤
廃
連
動
を
行
っ
た
。
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(
8
)「菓
子
新
報
」
第

一
四
0
号

年
七
月

十
日

(
9
)「菓
子
新
報
」
第

一
0
九
号

年
四
月
十
日

大
正

大
正
四

な
か
で
は
最
も

冊
数
が
多
い

。

ど
み
ち
い
ち
ゞ
る
し
ん
ぽ
み
こ
と
あ
ら
さ

に
ほ
ん
く
わ
し
し
ん
ぼ
さ
ま
こ
と

日
本
菓
子
の
進
歩
を
妨
げ
る

事
に
な
る
か
も
知
ら
ぬ
が
何
の
道
著
し
い
進
歩
を
見
ぬ
と
い
ふ
事
は
争
ふ
べ
か
ら
ざ

じ
ゞ
つ
そ
け
う
じ
ん
く
わ
い
ひ
ん
ぺ
う
く
わ
い
ひ
ら
い
た
が
ひ
い
う
れ
う
せ
い
ひ
ん
い
だ
ま
た
い
う
え
き
け
ん
け
う

る

事
宵
で
あ
る
、
夫
れ
で
共
進
會
や
、
品
評
會
を
開
て
、
互
に
優
良
な
製
品
を
出
し
た
り
、
又
は
有
盆
な
研
究
を

こ
と
ひ
つ
え
う
か
こ
と
お
も
せ
い

た

＼
き
く
わ
い
こ
の
ゐ
た
い
わ
れ

／

＼
に
ほ
ん
く
わ
し
げ
ふ

す
る
と
い
ふ

事
は
、
必
要
歓
く
べ
か
ら
ざ
る

事
と
思
ふ

。

マ
ア
精
々
貴
會
も
此
意
を
戴
し

て
、
我
々
日
本
第

子
業

し
や
ほ
だ
う
こ
と

者
を
補
導
さ
れ
む
事
を
祈
る
の
で
あ
る

『菓
子
新
報
』
第

―
二
三
号

大
正
三
年
(

-
九

―
四
）
三
月

二
十
五
日

こ
こ
で
し
き
り
に
菓
子
の
品
質
低
下
を
危
惧
し
て
い
る
の
は
、
品
評
会
の
審
森
員
に

し

ば
し

ば
就
任
し
た
光
景
の
経

験
に
基
づ
い
て
の
指
摘
で
あ
る
こ
と
が
推
測
で
き
よ
う

。

こ
の
ほ
か

業
界
の
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
を
図
る
に
は
、
こ
れ
ま
で
重
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
学
歴
や
相
当
の
知
識
を
持
つ

(8
)
 

同
業
者
が
必
嬰
で
あ
る
と
述
べ
た
り
、
組
合
役

員
に
は
財
力
の
あ
る
も
の
よ
り
も
、
優
秀
な
人
材
が
必
要
で
あ
る
と
カ

(
9
)
 

説
し
た
り
し
て
お
り
、
良
質
の
菓
子
作
り
に
は
、
優
れ
た
人
材
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
繰
り
返
し
強
調
し
て
い

光
景
が
残
し
た
も
の
I

「
御
菓
子
見
本
帖
」
ほ
かー

大
正
の
半
ば
以
降
に
な
る
と
、
光
景
は
店
の
運
営
を
養
子
の
武
雄
に
任
せ
始
め
た

。

そ
し
て
、
自
ら
は
菓
子
に
関
す

る
古
文
献
や
書
画
骨
董
を
買
い
集
め
た
り
、

黒
川
家
の
家
系
や
歴
史
調
べ
に
も
時
間
を
割
く
よ
う
に
な
っ
た

。

そ
う
し
た
な
か
、
大
正
七
年
(

-
九

一
八
）
に
は
新
た
に
「
御
菓
子
見
本
帖
」
を
つ
く

っ
て
い
る

。

こ
れ
は
、
虎
屋

に
古
く
か
ら
あ
っ

た
菓
子
の
絵
図
帳
を
も
と
に
新
た
な
菓
子
を
加
え
、
そ
れ
を
画
家
に
描
か
せ
て
新
し
い
見
本
帖
に
仕

上
げ
た
も
の
で
あ
る

。

こ
の
う
ち
の

一
部
は
昭
和
に
な

っ

て
、
貞
明
皇
太
后
に
献
上
さ
れ
、
御
所
の
大
膳
課
に
保
存
さ

こ
の
見
本
帖
は
神
物
（
羊
羹
類
）
、
数
物
（
生
菓
子
類
）
、
型
物
（
木
型
な
ど
を
使
っ
て
作
る
生
菓
子

・

干
菓
子
類
）
、

御
菓
子

（
そ
の
他
焼
菓
子
な
ど
）
の
四
種
類
に
分
か
れ
、
各
二
冊
ず
つ
計
八
冊
で
、
虎

屋
に
残
さ
れ
て
い
る
絵
図
帳
の

れ
て
い
る

。

る
。
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「御菓子見本帖」 （大正7年）

黒
川
武
雄

『羊
羹
と
人
生
』
東
京
書
房

昭
和
五
十
九
年
(

-
九
八
四
）
七
月

こ
の
ほ
か
、
光
景
が
残
し
た
数
々
の
古
文
献
や
調
査
資
料
に
つ
い
て
、
武
雄
と
孫
の
光
朝
は
そ
れ
ぞ
れ
の
著
書
の
な

か
で
次
の
よ
う
な
思
い
出
を
語
っ
て
い
る

。

父
は
商
売
は
私
に
ま
か
せ
き
り
で
、
若
い
時
か
ら
す
き
で
あ
っ
た
書
画
骨
董
に
日
を
送
っ
て
い
た

。

…
（
中
略
）
…

私
は
父
に
、
家
の
歴
史
は
猜
子
の
代
に
消
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
、
黒
川
家
の
歴
史
を
調
べ
て
お
い
て
下
さ
い

と
、

二
十
五
、
六
年
程
前
に
た
の
ん
だ

。

父
も

一
生
懸
命
に
研
究
し
た
が
、
不

幸
眼
を
患
い
、
六
年
程
で
中
止
の

や
む
な
き
に
至
っ
た

。

研
究
の
た
め
丑
果
子
の
古
書
を
集
め
た
た
め
菓
子
に
関
す
る
古
書
の
値
段
が
高
く
な
っ
た
程

父
に
最
も
感
謝
し
た
い
の
は
、
先
祖
の
法
要
の
道
を
明
か
に
し
た
こ
と
で
あ
る

。

昭
和
九
年
中
興
黒
川
円
仲
の
三
百

年
忌
を
営
ん
だ
の
を
機
に
、
京
都
黒
谷
墓
所
、
東
京
東
中
野
青
原
寺
墓
所
に
、
新
た
に
墓
を
建
て
、
中
興
以
来
の

代
々
、
家
族
の
霊
名
簿
を
上
、
下
二
冊
に
ま
と
め
た

。

祖
父
は
あ
ま
り
体
の
じ
ょ
う
ぶ
な
ほ
う
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
た
い
へ
ん
学
問
が
好
き
で
、
日
本
の
お
菓
子
の

歴
史
や
、
虎
屋
の
こ
と
を
も
う
少
し
自
分
が
調
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
考
え
た
よ
う
で
す

。

尋
常
小
学
校
く
ら
い
し
か
出
て
い
な
い
の
で
す
が
、
万

巻
の
書
を
説
ん
だ
と

い
っ
て
も
い
い
ほ
ど
で
、

菓
子
、
食

べ
物
に
関
し
て
、
古
い
本
か
ら
活
字
に
な
っ
た
明
治
以
後
の
本
ま
で
ほ
と
ん
ど
全
部
買
い
漁
っ
て
、
丹
念
に
読
み
、

虎
屋
に
関
係
の
と
こ
ろ
は
黄
色
い
糸
を
は
さ
み
、
お
菓
子
に
関
す
る
と
こ
ろ
は
赤
い
糸
と
か
、
そ
し
て
必
要
な
と

こ
ろ
を
原
稿
用
紙
に
筆
記
し
て
い
た
の
で
す

。

古
書
の
値
段
が
吊
り
上
が
っ
た
と
い
う
の
は
、
い
く
ら
何
で
も
少
し
大
げ
さ
な
気
が
し
な
い
で
も
な
い
が
、
そ
れ
ほ

ど
熱
心
に
集
め
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う

。

こ
れ
ら
光
景
が
購
入
し
た
約
三
0
0
0

冊
に
及
ぶ
食
関
係
の
文
献
や
、

調
査
し
た
資
料
は
、
現
在
虎
屋
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
菓
子
の
研
究
に
活
用
さ
れ
て
い
る

。

で
あ
る

。

黒
川
光
朝

『続
菓
子
屋
の
ざ
れ
言
』
虎
屋

昭
和
三
十
三
年
(

-
九
五
八
）
五
月
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1
1)
現
京
北
学
園
白
山
高
等
学
校

(1
0)
「ま
こ
と

」
虎
屋
十
五
代
店
主
黒
J
I
i
武

雄
追
悼
号
昭

和
五
十
年
(

-
九
七
五
）

五
月

(1
2)
黒
川
光
朝

「菓
子
屋
の
ざ
れ
言
j
虎

屋
昭
和
五
十

三
年
十
月

武雄の生家（熊本県玉名郡伊倉町）

十
四
代
黒
川
光
景
が
、
明
治
四
十
四
年
(

-
九

―
-
）
一
月
九
日
に
熊
本
県
出
身
の
福
田
武
雄
と
養
子
縁
組
を
し
た

こ
と

は
明
治
の
項
で
紹
介
し
た
が
、
こ
こ
で
武
雄
の
生
い
立
ち
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う

。

武
雄
は
明
治
二
十
六
年
三
月
五
日
、
熊
本
県

玉
名
郡
伊
倉
町
で
開
業
医

•

福
田
恭
敬
と
ク
メ
と
の
間
に
生
ま
れ
た
。

恭
敬
は
明
治
初
年
熊
本
で
オ
ラ
ン
ダ
医
学
を
学
ん
だ
後
、
福
田
家
の
養
子
と
な
り
伊
倉
で
開
業
し
て
い
た
。

武
雄
は
四
人
兄
弟
の
四
男

。

長
男
の
虎
亀
は
東
京
帝
国
大
学
（
現
東
京
大
学
）
法
律
学
科
（
ド
イ
ツ
法
）
卒
の
内
務

官
僚

。

後
に
山
梨
県
知
事
、
同
県
選
出
衆
議
院
議
員

、

戦
後
初
の
公
選
熊
本
市
長
な
ど
を
務
め
た
。

次
男
の
房
男
は
東

京
帝
国
大
学
医
学
部
を
出
て
東
京
で
開
業
医
、

三
男
の
良
三
は
江
田
島
の
海
軍
兵
学
校
、
海
軍
大
学
校
を
経
て
後

に
海

軍
中

将
と
な
っ
て
い
る
。

兄
良
三
に
よ
る
と
、
武
雄
は
体
も
小
さ
く
色
白
で
、
末
っ
子
だ
っ

た
こ
と
も
あ
り
両
親
に
非

常
に
可
愛
が
ら
れ
て
い
た

。

性
格
は
お
と
な
し
く
、
お
よ
そ
他
人
と
争
う
こ
と
は
な
か

っ
た
。

運
動
も
あ
ま
り
せ
ず
、

(lO
)
 

勉
強
の
好
き
な
子
だ
っ
た
と
い
う

。

そ
の
後
は

玉
名
中

学
校
に
入
学
し
た
が

、

明
治
四
十
年
父
恭
敬
が
死

去
、
翌
四
十

一
年
中
学
三
年
を
終
え
た
の
を
機

に
母

、

兄
た
ち
と
と
も

に
上
京
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

東
京
で
は
当
時
東
京
帝
国
大
学
の
学
生
だ
っ
た
長
男
虎
亀
の
下

(11
)
 

宿
先
に
ま
ず
居
を
定
め
、
京
北
中
学
校
四
年
に
編
入
し
た

。

黒
川
家
へ
の
養
子
の
話
が
出
た
の
は
武
雄
が
十
七
歳
、
第

一
高
等
学
校
の
入
試
準
備
に
入
っ
た
頃
の
こ
と
で
あ
る

。

そ
し

て
高
校
に
合
格
し

た
明
治
四
十

三
年
十
月
に
話
が
ま
と
ま
り
、

翌
年

一
月
九
日
に
入
籍
と
な

っ
た
。

そ
の
こ
と
に

(12
)
 

つ
い
て
武
雄
は
息
子
光
朝
と
の
対
談
で
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る

。

武
雄
の
生
い
立
ち

一
、
黒
川
武
雄
、
家
業
を
継
ぐ

3

光
景
か
ら
十
五
代
黒
川
武
雄
ヘ
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帝大時代の武雄。 光景夫妻とその長女算子
とともに （大正3年）

私
は
熊
本
の
生
ま
れ
で
、
実
家
は
医
者
で
、
名
医
の

評
判
だ
っ
た
ん
で
す
が

、

そ
の
四
男
な
ん
で
す
よ
。

そ
れ
が

親
父
が
政
党
間
の
渦
中
に
入
っ
て
し
ま
い
、

そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の

は
患
者
が
バ
ッ

タ
リ
来
な
く
な
っ
て
し
ま

っ

た
ん
で
す
よ
（
笑
）。

そ
れ
で
家
族
は
相
当
苦
労
し
ま
し
た

。

兄
貴
が
高
等
学
校
を
出
る
頃
親
父
が
死
ん
で
、
そ

の
あ
と
は
借
金
だ
ら
け
な
ん
で
、
家
屋
敷
、
田
畑
を
全
部
売
っ
払
っ
て

、

東
京
へ
出
て
来
た
ん
で
す
。

…

（中
略
）

…
そ
の

時
分
、
同
郷
の
医
者
が
黒
川
へ
出
入
し
て
い
た
関
係
で
黒
川
の
養
子
の
話
を
持
ち
込
ん
で
来
た
ん
で
す
な
、

私
が
中
学
四
年
の
頃
で
す
。

同
じ
頃
資
産
二
十
万
の
金
持
の
養
子
の
口
も
あ
っ
た
ん
だ
け
ど
、

黒
川
は
借
金
も
あ

る
が
皇
室
の
御
用
を
し
て
い
る
と

い
う
の
で
、
私
は
借
金
の
あ
る
黒
川
の
方
を
進
ん
で
選
ん
だ
わ
け
で
す
な
。

父
の
死
と
上
京

。

学
問
を
続
け
る
う
え
で
の
経
済
的
な
理
由
も
あ
っ
て
養
子
の
道
を
選
ん
だ
の
だ
が
、
福
田
家
は

代
々
武
士
の
家
柄

。

そ
こ
で
育
っ
た
武
雄
に
と
っ
て
商
家
へ
の
養
子
入
り
は
、
あ
る
時
期
心
に
か
な
り
の
葛
藤
を
生
じ

さ
せ
た
こ
と
も
あ

っ
た
よ
う
だ
。

そ
の
頃
の
悩
み
や

、

や
り
き
れ
な
さ
を

『羊
羹
と

人
生
』
の
な
か
で
次
の
よ
う
に

書

あ
る
時

「
槌子
と
は
、
親
に
養
わ
れ
る

子
と

言
う
意
味
で
は
な
い
、
親
を
猜
う
子
と

言
う
意
味
で
あ
る
」
と
言
っ

た
ら
、
父
は
不
機
嫌
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
常
々
私
の
考
え
て
い
た

こ
と
で
あ
り

、

今
も
尚
、
そ
う
信
じ
、

実
行

あ
る
時
大
正
天
皇
が
東
宮
御
所
か
ら
宮
城
に
向
わ
れ
る
の
を
、
紀
の
国
坂
上
で
お
見
送
り
し
た
折
、
俄

か
雨
に
ず
ぶ
ぬ
れ
に
な
っ
て
、
家
に
帰

っ
た

の
を
み
た
父
が
、
さ
ぞ
困
っ
た
ろ
う
と

言
っ
た
の
に

、

「い
え
、
ぬ
れ
た
だ
け

で
す
」
と
答
え
て
部
屋
に
入
っ
て
し
ま

っ
た
こ

と
が
あ

っ
た
。

熊
本
の
田
舎
に

い
る
時
は
、
お
じ
ぎ
を

一
寸
丁
寧
に
し
て
も
、
兄
か
ら
、
何
だ
町
人
み
た
い
だ
と
、

叱
ら
れ
て
育
っ
た

私
が
、
い
き
な
り
養
子
に
な

っ
た
の
だ
か
ら
、
両
親
も
ず
い
分
弱
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
と
、

今
で
は

ほ
ほ
え
み
お

察
し
す
る

。

算
子
は
一
人
娘
で
、
弟
に
利

一
が
生
ま
れ
た
が

、
お
宮
詣
り
の
前
に
亡
く
な
っ
た
。

両
親
に
と

っ
て
は

忘
れ
得
ぬ
悲
し
み
で
あ
っ
た
。

私
も
養
子
に
来
た
頃
は
よ
く
お
墓
参
り
を
し
て
は

「お
前
が
死
ん
だ
か

し
て
き
た

と
信
じ
て
い
る

。

…

（
中
略
）

い
て
い
る

。
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1
7
)「羊
艇
と
人
生
」

1
6
)千
種
任
子

。

子
爵
千
種
有
任
の
娘

1
5
)現
都
立
駒
場
高
等
学
校

1
4
)第
一
勧
業
銀
行
を
経
て
現
み
ず
ほ
銀

行 1
3
)「羊
葵
と
人
生
」

リ
ス
法
）

る
か
ど
う
か
光
景
は
気
を
も
ん
で
い
た
の
で
あ
る

。

ら
、
僕
が
養
子
に
な
っ
た
の
だ
、
馬
鹿
野
郎
」
と
心
か
ら
ど
な
り
つ
け
た

。

後
に
店
主
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
乗
り
越
え
て
虎

屋
を
発
展
へ
と
導
く
こ
と
に
な
る
武
雄
だ
が
、
こ
の
頃
は
ま

だ
新
し
い
環
境
に
戸
惑
い
つ
つ
、
将
来
を
ど
う
生
き
て
い
く
か
を
考
え
る
の
に
必
死
で
あ
っ
た

。

そ
の
後
大
正
二
年
(

-
九

一
三
）
九
月
、
第

二
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
武
雄
は
、
東
京
帝
国
大
学
法
律
学
科
（
イ
ギ

へ
入
学
す
る

。

父
の
光
景
に
は

「
実
業
家
に
は
英
法
律
出
身
が
多
い
の
で
す
」
と
説
得
し
て
認
め
て
も
ら
っ

た
の
だ
が
、
廂
人
に
な
る
の
だ
か
ら
商
科
か
経
済
科
を
と
望
ん
で
い
た
光
景
と
し
て
は
、
少
々
不
本
意
で
は
あ
っ
た
よ

(13
)
 

う
だ

。

武
雄
の
結
婚
と
家
業
へ
の
専
念

(14
)
 

大
正
六
年
(

-
九

一
七
）
三
月
、
武
雄
は
東
京
帝
国
大

学
を
卒
業
し
て
第

一
銀
行
に
入
行

。

そ
の
年
の
十

一
月
五
日
、

光
景
の

一
人
娘
、
算
子
と
結
婚
し
た

。

(15
)
 

算
子
は
、
赤
坂
小
学
校
を
経
て
大
正
四
年

三
月
東
京
府
立
第
三
高
等
女
学
校
を
出
る
と
、
明
治
天
皇
の
典
侍
で
あ
っ

ち
ぐ
さ

(1
6)

た
千
種
の
局
の
も
と
に
上
が
っ
て
宮
中
で
行
儀
作
法
の
見
習
い
を
し
て
い
た

。

許
し
を

得
て
御
所
か
ら
戻
る
の
を
待
っ

て
式
を
挙
げ
た

。

そ
し
て
、
七
年
七
月

二
十
四
日
に
は
、
後
の
十
六
代
店
主
と
な
る
長
男
光
朝
が
生
ま
れ
た

。

と
こ
ろ
で
武
雄
が
卒
業
し
て
す
ぐ
に
家
業
を
継
が
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
光
景
は
陰
な
が
ら

不
満
と
不
安
を
持
っ
て
い
た
よ
う
だ

。

武
雄
は

「
＋
年
間
つ
と
め
て
自
分
の
社
会
的
地
位
（
そ
の
頃

は
支
店
長
ぐ
ら
い
に
は
な
れ
た
）
を
高
め
て
か
ら
、
家
業
に
従
事
し
よ
う
と
考
え
た

。

そ
れ
程
、
そ

(17
)
 

の
頃
は
菓
子
屋
と
い
う
地
位
は
低
か
っ
た
」
と
い
う

。

し
か
し
、

自
分
で
も
い
じ
ら
し
い
と
恩
う
ほ

ど
の
そ
の
気
持
ち
は
、
父
の
光
景
に
は
な
か
な
か
理
解
さ
れ
な
か
っ
た

。

親
戚
か
ら
「
武
雄
さ
ん
は

家
の
商
売
を
や
る
気
が
な
い
ら

し
い
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
本
当
に
家
業
を
継
い
で
く
れ

始
め
の
計
画
が
こ
わ
れ
た
私
は
、
愉
快
で
な
く
、
死
の
影
さ
え
見
つ
め
た
こ
と
が
あ
っ
た

。

私
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菓子を作る武雄（左） （大正8年 11 月 2 日 ）

『羊
羹
と
人
生

』

周
り
か
ら
当
然
家
業
を
継
ぐ
も
の
と
期
待
さ
れ
、
自
分
の
思
惑
ど
お
り
に

事
が
運
ば
な
い
こ
と
に
武
雄
は
悩
ん
だ
が
、

悩
み
抜
い
て
決
心
が
つ
い
た
の
か
、
大
正
八
年

二
月

二
十
日
に
第

一
銀
行
を
退
職
、
三
月
末
に
算
子
と
光
朝
を
連
れ
て

熊
本
に
帰
り
、
実
父
の
墓
前
に
虎

屋
の
家
業
に
つ
く
と
報
告
し
、
四
月
に
帰
郷
す
る
と
た
だ
ち
に
餡
煉
り
を
始
め
た

。

以
後
は
人
が
変
わ
っ
た
よ
う
に

家
業
に
専
念
し
た
の
で
、
光
景
は
驚
い
た
と
い
う

。

こ
の
様
子
は
「
東
大
出
の
羊
羹
ね

(18
)
 

り
」
と
い
う
記
事
で
、
新
聞
に
も
出
た

。

家
業
に
専
念
し
た
武
雄
が
、
い
か
に
菓
子
作
り
に
情
熱
と
努
力
を
も
っ
て
取
り
組
ん
だ
か
に
つ
い
て
は
、
自
身
が
記

し
た
「

一
日

一
菓
」
を

一
読
す
る
だ
け
で
も

よ
く
わ
か
る

。

こ
れ
は
、
十

一
年
十
二
月

二
十
三
日
か
ら
十
四
年
九
月
十

日
ま
で
の

三
年
間
に
わ
た
り

、

菓
子
の
原
材
料
と
製
法
な
ど
を
一

冊
の
ノ
ー
ト
に
書
き
込
ん
だ
製
造
日
記
と
も
い
う
べ

き
も
の
で
、

一
日
に

―
つ
ず
つ
書
き
留
め
る
つ
も
り
で
名
づ
け
た
よ
う
だ

。

作
っ
た
第
子
の
で
き
ば
え
に
つ
い
て
は
、

配
合
や
火
加
減
ま
で
細
か
な
考
察
が
付
さ
れ
て
お
り
、
武
雄
が
菓
子
屋
と
し
て
の
自
分
を
少
し
で
も
早
く
確
立
し
よ
う

二
、
武
雄
、
活
躍
を
始
め
る

関
東
大
震
災
を
乗
り
切
る

武
雄
が
地
道
に
菓
子
屋
の
経
営
に
励
ん
で
い
た
さ
な
か
の
大
正
十

二
年
(

-
九
二
三
）
九
月

一
日
、
東

京
•
横
浜
な
ど
を
マ
グ
ニ
チ
ュ

ー
ド
七
•
九
の
大
地

震
が
直
撃
し
た

。

関
東
大
震
災
で
あ
る

。

東
京
市
は

下
町
を
中
心
に
約
四
割
の

建
物
が
崩
壊
あ
る
い
は
焼
失
、
死
者
行
方
不
明
者
が
十
四
万
人
を
超
え
る
と
い

う
被
害
を
被
っ
た
。

虎
屋
も
敷
地
内
に
あ
っ
た

二
棟
の
土
蔵
が
柱
し
か
残
ら
な
い
ほ
ど
の
大
損

害
を
被
っ
た
も
の
の
、

幸
い

と
し
た
意
気
込
み
が
う
か
が
え
る

。

1
8)
寄第
子
屋
の
ざ
れ
言
j

は
若
か
っ
た

。
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1
9
)「
一
日

一
菓
」

--葉山の別荘と武雄（昭和2年）

(19
)
 

た
だ
営
業
に
欠
か
せ
な
い

電
話
の
回
復
に
は
か
な
り
苦
労
し
、
結
局
半
年
近
く
も
か
か
っ
て
し
ま
っ
た

。

こ
の
よ
う

な
電
話
の
不
通
も
、
広
告
を
使
っ

た
積
極
向
法
を
す
す
め
る

―
つ
の
要
因
と
は
な
っ
た
が
、
従
来
の
よ
う
に
注
文
を
待

前
に
何
台
も
止
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う

。

武
雄
の
積
極
商
法

震
災
後
の
虎
屋
の
立
ち
上
が
り
は
早
か
っ
た

。

こ
の
頃
か
ら
店
の
経
営
の
実
務
を
任
さ
れ
て
い
た
武
雄
は
、
被

害
に

遭
っ
た
人
々
に
ま
ず
配
慮
し
つ
つ
も
、
営
業
再
開
へ
の
取
り
組
み
が
店
の
発
展
に
つ
な
が
る
よ
う
努
力
し
た

。

震
災
の

翌
日
か
ら
さ

っ

そ
く
小
豆
、
道
明
寺
粉
、
砂
糖
な
ど
原
材
料
を
仕
入
れ
て
そ
の
確
保
に
努
め
、

震
災
後
わ
ず
か
二
週
間

ほ
ど
の
大
正
十

二
年
(

-
九
二
三
）
九
月
十
五
日
に
は
、
武
雄
は
自
ら
つ
く

っ

た
「
爽
や
か
な
秋
が
参
り
ま
し
た
」
と
い

う
書
き
出
し
の
ガ
リ
版
刷
り
の
挨
拶
状
と
、
菓
子
の
種
類
を

書
い
た
ビ
ラ
を
店
員
に
持
た
せ
て
、
注
文
う
か
が
い
に
お

得
意
様
の
家
を
回
ら
せ
た

。

そ
の
後
も
武
雄
自
作
の
広

告
配
布
は
続
け
ら
れ
る
が
、
店

員
に
よ
る
手
渡
し
か
ら
あ
て
名
を

書
か
せ
て
発
送
す
る
、

今
で
い
う
ダ
イ
レ
ク
ト
メ

ー

ル
の
よ
う
な
方
法
に
変
わ
っ
て
い
く

。

こ
の
よ
う
な
手
法
も
見

事
に
あ
た
り
、
最
初
五

〇

0
枚
だ
っ
た
広
告
は
月
を
経
る
ご
と
に

一
0
0
0
枚
、
二
0
0
0
枚
と
増
え
て
い
っ
た

。

武
雄
は
こ
の
ほ
か
に
も

宣
伝
方
法
に
知
恵
を
絞
っ
た

。

例
え
ば
十
三
年
七
月
か
ら
は
、

『東
京
日
々
新
聞

j
ほ
か
五

新
聞
に
五
日
お
き
に
、
十
四
年

一
月
に
は
同
紙
の
み
に
月
あ
た
り

三
円
の
広
告
を
出
し
て
い
る

。

宣
伝
費
を
か
け
た
積

極
的
な
展
開
に
、
最
初
の
う
ち
は
店
員
で
す
ら
見
合
っ
た
効
果
が
あ
る
か
ど
う
か
半
信
半
疑
で
あ

っ
た
が
、
次
第
に
注

文
が
増
え
た
う
え
、
知
名
度
が
上
が
っ
た
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
に
当
時
は
珍
し
か
っ
た
お
客
様
の
自
動
車
も
店
の

候
間

に
し
て
住
宅
と
御
用
場
は
大
破
を
免
れ
た

。

店
員
も
全
員
無
事
で
営
業
の
再
開
に
大
き
な
支
障
は
な
く
、
光
景
と
武
雄

の
妻
算
子
、
長
男
光
朝
も
菓
山
の
別
荘
に
い
て
無
事
だ
っ
た

。
一
ヶ
月
後
の
十
月
五
日
に
は
黒

川
光
景
以
下
、
光
榮
、

武
雄
、
算
子
、
光
朝
の
連
名
で
、
「
以
御
蔭
火
災
を
免
れ
去
月
十
五
日
よ
り
家
族
店
員

一
同
無
事
家
業
に
従
事
致
居

乍
憚
御
休
心
被
下
度
候
」
と
い
う
震
災
見
舞
い
の
礼
状
を
お
得
意
様
あ
て
に
出
し
て
い
る

。
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新
た
な
お
得
意
様
を
求
め
て

*
2
 

当
然
顧
客
層
の
拡
大
も
図
ら
れ
た

。

御
所
や
華
族
、
財
閥
な
ど
ば
か
り
で
な
く

、

大
正
十
三
年

(
-
九
二
叫
）

昭
和
十

ち
、

そ
の
分
だ
け
を
作
っ
て
売
る
と

い
う
方
法
で
は
だ
め
だ

、

と
い
う
武
雄
の
発
想
の
転
換
が
あ
っ
て
こ
そ
の
も

の
で

ほ
か
に
も
販
路
を
広
げ
よ
う
と

、

こ
れ
ま
で
の
受
注
販
売
に
加
え
、
店
頭
で
の
販
売
も
始
め
た
。

そ
し
て
企
業
の
お
得
意
様
を
も
っ
と
増
や
そ
う
と
丸
の

内
に
目
を
向
け

た
。

武
雄
は
当
時
を
振
り
返
っ
て
次
の
よ

う
に
語
っ
て
い
る
。

今
ま
で
の
よ
う
に

、

電
話
で
注
文
を
受
け
る
だ
け
お
作
り
す
る
と
い
う

方
法
を
取
っ
て
い
た
ん
で
は

、

発
展
が
望

め
な
い

。
宮
内
省
や
華
族
さ
ん
達
の
御
用
だ
け

で
は

、

虎
屋
は
骨
董
品
に
な
る
と
思
い
ま
し
た

。

そ

れ
で
、
な
る

べ
く
お
菓
子
屋
の
な
い
と
こ
ろ

、

サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
多

い
と
こ
ろ
と

い
う
こ
と
で
、

当
初
丸
ビ
ル
開
店
を
目
指
し

園
薗

菓
子
業
界
の
被
害
と
そ
の
対
応

「森
永
月
報
」
第
五
号
に
よ
る
と
、
関
東
大
震
災
に
よ

っ

て
東

京
の
製
菓
業
者
の
七
割
が
被
害
を
受
け
、
焼
失
し
た
商
品
は

金
額

に
す
る
と
概
算
四
0
0
万
ー
五
0
0
万
円
に
達
し
た
と
い
う
。

ま

た

「東
京
菓
子
新
聞
』
で
は
、
東
京
菓
子
同
業
組
合
員
三
一
八
人

の
う
ち
の
二
四
0
人
（
七
十
五
パ
ー

セ
ン
ト

）
が
罹
災
、
特
に
本

所
深
川
地
区
は
ほ
と
ん
ど
全
員
が
被
害
に
あ
っ
た
と
し
て

い
る
。

震
災
後
は
、
全
国
各
地
の
同
業
者
か
ら
義
援
金
が
寄
せ
ら
れ
、

大
正
十
二
年
(

-
九
二
三
）
＋
二
月

、

東
京
菓
子
同
業
組
合
大
震

災
救
済
会
は
約
二
万
四
0
0
0
円
に
達
し
た
義
援
金
に
つ
い
て
、

組
合
員

一
人
に
つ
き

一二
十
円

、

一
般
菓
子
業
者
一
人
に
つ
き
十
五

円
ず
つ
を
分
配
す
る
こ
と
を

決
め
た
。

こ
の
大
震
災
救
済
会
は
、
東
京
菓
子
同
業
組
合
が
母
体
と
な
っ

て
い
る
が
、
同

組
合
に
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
を
組
合
員
だ
け
に

分

あ
っ
た
。

第
子
新
報
社

配
す
る
か
、
そ
れ
と
も
東
京
市
内
の
他
の

一
般
菓
子
業
者
に
も
分

配
す
る
か
に
つ
い
て
は

、

す
ん
な
り
決
ま
っ
た
わ
け
で

は
な
か
っ

た
。紛

糾
し

た
末
、
前
記
の
よ
う
に
他
の
一
般
菓
子
業
者
に
も

分
配

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が

、

議
論
を
か
わ
し
た
席
に
は
、
光
景
も

生
菓
子
業
者
を
代
表
す
る
か
た
ち
で
特
別
出
席
し
、

「こ
の
義
援

金
は
、
明
治
三
十
四
年

(
-八
九

一
）、

ま

だ
洋
菓
子
業
者
の
団

体
が
で
き
て
い
な
い
時
期
に
起
き
た
濃
尾
大
地
裳
の
際
、
生
菓
子

業
者
が
現
地
へ
義
援
金
を
送
っ
た
こ
と
に
対
す
る
返
礼
の
意
味
も

含
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
指
摘
し
て
広
く

一
般
菓
子
業
者

*
2
 

へ
の
分
配
を
主
張
し
た
。

*
1

小
林
儀
三
郎
「
第
子
業
三
十
年
史
」

年
(

-
九
二
六
）
一月

「東
京
菓
子
新
間
l
第
五
十
八
号

一
月
十
日
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店頭風景。 左端に配達用自動車がみえる （大正 14年正月 ）

た
ん
で
す

。

特
定
の
お
客
様
ば
か
り
じ
ゃ
な
く
、
丸
ビ
ル
界
隈
の

一
般
に
お
客
の
対
象
を
求
め
よ
う
と
い
う
方
針

H

―
菓
」

「菓
子
屋
の
ざ
れ
言
』

ま
た
、
銀
座
に
も
出
店
し
よ
う
と
、
震
災
直
後
の
大
正
十
二
年
(

-
九
ニ
――
-
）
十
月
末
に
知
人
の
つ
て
で
候
補
地
を

見
つ
け
た

。

し
か
し
当
時
と
し
て
は
法
外
な
権
利
金
を
要
求
さ
れ
る
な
ど
し
て
、
実
現
で
き
な
か
っ
た

。

武
雄
は
「
一

の
な
か
で

「計
画
は
失
敗
に
帰
し
て
失
望
し
た

。
急
に
張
合
の
な
い
惑
じ
が
し
た
」
と
落
胆
ぶ
り
を
吐
露
し

そ
の
後
長
く
支
店
を
出
す
計
画
を
立
て
な
か
っ
た
虎
屋
だ
が
、
銀
座

・

丸
の
内
地
区
に
店
舗
を
出
す
こ
と
を
諦
め
た

わ
け
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ

°

「
-
B

一
菓
」
に
は
出
店
計
画
失
敗
の
武
雄
の
記
述
の
後
に
、
昭
和
二
十

三
年
(
-
九

四
八
）
七
月
十
四
H

付
で
十
六
代
光
朝
の
書
き
込
み
が
あ
る

。

銀
座
出
店
の
計
画
は
昭
和
二
十
一
年
に
実
現
し
た

。

…

（
中
略
）
…
七
月
十

一
日
に
「
あ
か
ね
」
（
茜
）

て
開
店
し
た

。

こ
の
茜
は
喫
茶
店
と
し
て
開
業
し
た
が
、
翌
年
物
販
の
店
と
し
て
改
装
、
現
在
の
虎
屋
銀
座
店
と
な
っ
た

。

ま
た
丸

の
内
へ
も
、
昭
和

二
十
八
年

一月
一二
十

一
日
に
新
丸
ビ
ル
の
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
出
店
し
た

。

自
動
車
の
導
入

武
雄
持
ち
前
の
積
極
商
法
ぶ
り
は
、
同
業
者
に
先
駆
け
て
大
正
十

三
年
(

-
九
二
四
）
五
月
十
四
日
、

て
い
る

。
で
ね

。

と
名
づ
け

フ
ォ
ー
ド
の

ト
ラ
ッ
ク
を
購
人
し
た
こ
と
に
も
表
れ
て
い
る

。

値
段
は
部
品
込
み
で
二
二
六
五
円
六
十
五
銭
と
あ
る
が
、
さ
ら
に
続

け
て
十
五
年
二
月
に
は
二
台
目
の
フ
ォ
ー
ド
を
購
入
（
ニ

―
二
八
四
円
七
十
五
銭
）
し
て
い
る

。

こ
の
頃
、
菓
子
は
、
徒
歩
や
自
転
車
で
配
達
し
て
お
り
、
数
が
多
く
な
る
と
箱
車
を
使
っ
て
い
た

。

例
え
ば
赤
坂
か

ら
高
輪
ま
で
箱
車
で
は

一
時
間
か
か
っ
て
い
た
が
、
自
動
車
が
導
入
さ
れ
る
と
、
所
要
時
間
は
十
分
か
ら
十
五
分
と
大

幅
に
短
縮
さ
れ
た

。

こ
れ
ま
で
は
配
達
が
遅
れ
て
よ
く
「
虎
屋
時
間
」
と

言
わ
れ
て
い
た
の
が
、
以
後
時
間
が
正
確
に
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「 豆
．・. ｷ:,,.'" 

ゴルフ最中パッケー ジ（大正15年～昭和7年頃）

(
2
0
)ただ
し
少

ヰ
嬰商
品
の
自
転
車
に
よ
る

配
達
は
、
そ
の
後
昭
和
に
入
っ
て
も
続
け

ら
れ
た
。

(
2
1
)
赤
星
平
馬

「ゴ
ル
フ
「も
な
か
」
談
義
」

『湘
南
j
二
十
七
号
湘
南
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
昭
和
四
十
六
年
(

-
九
七

一
）

四
月
よ
り
要
約

た
と
い
う

。

こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
新
し
い
菓
子
も
誕
生
し
た

。

ゴ
ル
フ
最
中
で
あ
る

。

モ
ダ
ン
な
雰
囲
気
を
持
つ
こ
の
最
中
は
、

第
二
次
世
界
大
戦
後
日
本
に
ゴ
ル
フ
ブ
ー
ム
が
や
っ
て
き
て
か
ら
の
菓
子
だ
と
思
わ
れ
が
ち
な
の
だ
が
、
実
は
大
正
十

五
年
(

-
九
二
六
）
に
新
発
売
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

発
案
は
三
菱
財
閥
の
当
主
岩
崎
小
弥
太
夫
人
孝
子
だ
っ
た
と
い
わ

れ
る
。

そ
の
誕
生
秘
話
に
つ
い
て
、
小
岩
井
農
牧
元
社
長
の
赤
星
平
馬
は
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る

。

岩
崎
家
で
は
自
邸
に
宮
家
、
陸
海
軍
将
校
、
外
国
の

賓
客
な
ど
を
招
き
頻
繁
に
宴
会
を
催
し
て
い
た

。

あ
る
時

――
­

菱
各
社
の
幹
部
を
呼
ん
だ
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
く
際
に
、

夫
人
は
小
弥
太
の
親
し
い
人
々
を
び
っ
く
り
さ
せ
る
何
か

面
白
い
趣
向
は
な
い
か
と
考
え
、
思
い
つ
い
て
虎
屋
の
店
員
を
呼
ん
で
、
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
の
お
菓
子
は
で
き
な
い

か
と
相
談
し
た
。

「
型
代
が
高
く
な
り
ま
す
よ
」
と
い
う
念
押
し
に
、

何
か
お
菓
子
で
こ
し
ら
へ

私
自
身
が
賓
は
ゴ
ル
フ
な
る
も
の
を
全
然

え
て
、
出
来
上
が
っ
た
の
が
こ
の
菓
子
だ

っ
た
。

パ
ー
テ
ィ
ー
の
当
日
、

一
同
が
箱
根
の
岩
崎
家
別
邸
の
ゴ
ル
フ
場
で
プ
レ
ー
を
終
え
て
宴
席
に
つ
く
と
、
箱
に
入

っ
た
ゴ
ル
フ
ボ
ー

ル
が

一
ダ
ー

ス
ず
つ
置
い
て
あ
っ
た

。

当
時
国
産
ボ
ー
ル
に
は
良
い
も
の
が
な
く
、
外
国
ボ
ー

ル
も
め
っ
た
に
手
に
入
ら
な
か

っ
た
の
で
、
特
注
品
と
思

っ
た
客
は
よ
い
土
産
に
な
る
と

大
喜
び
し
た
。

と
こ
ろ

が
中
を
開
け
て
手
に
と

っ
て
み
る
と
、
意
外
に
も
菓
子
だ
っ
た
の
で
大
笑
い
に
な
り
、

し
か
し
新
し
い
菓
子
を
作
る
の
は
、
な
か
な
か
大

変
だ
っ
た
よ
う
で
、
昭
和
九
年
(

-
九
一
二四
）
三
月
「
ホ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
」
と
名
称
を
変
更
し
た
際
の
し
お
り
に
は
、
武
雄
の
言
葉
と
し
て
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る

。

私
が
初
め
て
ゴ
ル
フ
最
中
を
考
案
し
ま
し
た
大
正
十
五
年
の
頃
に
は

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
、
…
（
中
略
）
…

そ
の
年
の
た
し
か
三
月
頃
岩
崎
さ
ん
の
奥
様
か
ら
ボ
ー

ル
を

一
個
お
貸
し
下
す
つ
て

ゴ
ル
フ
最
中
の
誕
生

(20) 

な
っ
た
と
ほ
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

と
て
も

会
が
盛
り
上
が
っ

「か
ま
わ
な
い
か
ら
つ
く
る
よ
う
に
」
と
答
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'̂ ^ 店員慰労旅行 （鎌倉• 江ノ島 大正 1 5年6 月
1 日 ）

ま
し
た
が

2
2
)「菓
子
覚
書
」
に
は
四
月
末
に
考
案
と

あ
る

。

之
れ
が
又
中
々
型
が
出
来
ず

木
型
を
こ
し
ら
へ
る
に
も
暇
取
つ
て

豫
定
の
日
取
に
は
間
に
合
ひ
ま
せ
ん
で
恐
縮
し
ま
し
た

事
を
覺
え
て
ゐ
ま
す

し
た
が
何
分

一
打
こ
し
ら
へ
ま
す
の
に

一
時
間
で
は
む
づ
か
し
い
始
末
で

流
石
の
店
員
も
随
分
手
間
と
れ
ま
す

(22
)
 

な
あ
と
あ
き
れ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
、
そ
こ
で
私
が
ふ
と
最
中
に
し
た
ら
と
考
へ
ま
し
て

や
つ
と
五
月
の
始
め
愈
々
最
中
が
出
来
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

。

何

分
そ
の
頃
は
私
の
店
で
店

賣
を
始
め
ま
し
て
か
ら
や
つ
と
敷
年
後
且
は
又
悟
い
家
で
そ
ん
な
ハ
イ
カ
ラ
な
名
前（マ

マ
）

の
品
を

賣
つ
て
は
と
の
反
射
が
内
、
外
に
も
多
い
時
分
で
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
箱
な
ど
も
成
る
可
＜
派
出
で
な
い

様
薗
案
致
し
ま
し
た

。

そ
し
て
先
づ
岩
崎
様
に
幾
度
も
御
用
を
い
た
ゞ
い
た
後
痰

賣
致
す
こ
と
A

な
り
ま
し
た

。

は
じ
め
て
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
を
手
に
す
る
店
員
た
ち
の
好
奇
の
目
、
お
も
し
ろ
が
っ
て
い
た
の
が
い
ざ
製
造
に
移
る
や

一
転
し
て
た
い
そ
う
苦
労
さ
せ
ら
れ
た
様
子
が
、
武
雄
の
手
に
よ
っ
て
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
描
か
れ
て
い
る

。

三
、
店
員
慰
労
旅
行
と
夏
期
休
暇

さ
て
、
こ
こ
で
大
正
時
代
に
東
京
の
店
で
働
い
て
い
た
店
員
に
つ
い
て
、
少
し
触
れ
て
お
き
た
い

。

当

時
東
京
店
で
勤
務
し
て
い
た
の
は
十
数
人
だ
っ
た
が
、
武
雄
は
こ
れ
ら
の
店
員
を
集
め
て
し
ば
し
ば
慰
労

の
た
め
の
旅
行
を
催
し
て
い
る

。

こ
の
旅
行
は
毎
年
六
月
を
中
心
と
し
て
年
に

ニ
ー
―
二
回
行
わ
れ
、
大
正
七
年
(

-
九

一
八
）
六
月
の
江

ノ

島
•

鎌
倉
旅
行
か
ら
記
録
が
残
っ

て
い
る

。

毎
回
ほ
と
ん
ど
全
員
が
参
加
し
、
大
正
年
間
で
は
こ
の
ほ

か
、
熱
海
、
箱
根
、
湯
河
原
、
伊
豆
修
善
寺
、
日
光
、
伊
香
保
、
水
戸
観
梅
、
花
月
園
、
江
戸

川
桜
見
物

な
ど
関
東
近
辺
の
名
所
を
網
羅
、
さ
ら
に
歌
舞
伎
座
で
の
観
劇
や
国
技
館
の
相
撲
見
物
も
あ
っ
た

。

早
速
そ
の
手
筈
に
致
し

第
二
回
目
に
御
用
を
い
た
だ
き
ま

が

何
分
ボ
ー
ル
の
線
の
割
出
し
が
む
づ
か
し
く

始
め
て
お
使
に
な
る

摯
旬
が
早
速
木
型
を
こ
し
ら
へ
て

て
く
れ
と
の
事
で
ご
ざ
い
ま
し
た

蒸
羊
羮
製

（
煉
切
り
）

『へ
え
こ
れ
が
ゴ
ル
フ
と
云
ふ
も
の
こ
球
か
い

』
と
皆
ん
な
で
撫
で
ま
わ
し
た

と
押
物
（
打
物
）
と
の
二
種
を
お
目
に
か
け
ま
し
た
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第 2 章 大正時代の虎屋

2
4
)「
大
正
七
年
よ
り
昭
和十
二
年
ま
で
店

員
慰
労
旅
行
休
暇
控
帳
」

(
2
3
)一三
九
頁
参
照

る
こ
と
に
な

っ
た
。

た
だ
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
遠
出
を
す
る
際
に
は
店
を
閉
め
て
全
員
一
斉
に
出
る
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
ず
、

二
班
に
分
け
て
交
代
で
出
か
け
て
い
る

。

そ
の
時
に
は
例
え
ば
第

一
班
に
は
武
雄
、
第
二
班
に
は
光
景
、
あ
る
い
は
別

(23) 
家
級
の
店
員
と
い
う
よ
う
に
責
任
者
が
そ
れ
ぞ
れ
決
め
ら
れ
て
い
た。

ま
た
黒
川
家
の
家
族
の
な
か
か
ら
も
、
例
え
ば
相
撲
見
物
に
は
光
景
の
妻
光
榮

、

花
月
園
旅
行
に
は
光
榮
の
ほ
か
、

武
雄
の
妻
算
子
、
長
男
光
朝
ら
が
参
加
し
て
い
る

。

十
三
代
黒
川
光
正
の
長
男
延
敏
も
加
わ
っ
て
お
り
、
店
員
と
の
懇

親
を
か
ね
た
家
族
的
な
慰
労
旅
行
だ
っ
た
と
い
え
よ
う

。

こ
の
ほ
か
、
店
員
が
楽
し
み
に
し
て
い
た
も
の
の

―
つ
が
、
夏
期
休
暇
で
あ
る

。

夏
休
み
に
つ
い
て
の
史
料
は
昭
和

(24) 

に
人
っ
て
か
ら
が
詳
し
い
が
、
大
正
時
代
に
も
若
干
の

記
録
が
あ
る

。

そ
れ
に
よ
る
と
勤
続
年
数
に
よ
っ

て
休
暇
期
間

は
四
日
か
ら
七
日
と
幅
が
あ
り
、
そ
の
際
に
渡
さ
れ
る

手
当
金
も
、
小
僧
で
五
円
、
別

家
ク
ラ
ス
で
最
も
勤
続
年
数
の

長
い
も
の
が
十
円
と
い
う
よ
う
に
差
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
（
た
だ
し
実
施
年
に
よ
っ
て
日
数

•

金
額
が
異
な
る
。

こ
こ

し
か
し
ど
の
よ
う
に
、
休
暇
を
取
っ
て
い
た
か
に

つ
い
て
は

、

こ

で
の
金
額
は
大
正
十
四
年
に
実
施
さ
れ
た
も
の
）。

の
記
録
で
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

た
だ
こ
の
記
述
を
見
る
限
り
で
も
規
模
の
小
さ
な
店
の
割
に
、
ま
と
ま
っ
た
休
暇

と
手
当
が
も
ら
え
て
い
た
と
い
え
そ
う
だ

。

四
、
大
正
時
代
の
京
都
店

最
後
に
大
正
時
代
の
京
都
店
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う

。

十
三
代
光
正
が
、
明
治
三
十
二
年
(

-
八
九
九
）
に
弟
の
光

景
に
家
督
を
譲
り
、
し
ば
ら
く
の
間
京
都
店
の
経
営
に
携
わ
っ
て
い
た
が
、

三
十
七
年
に

一
家
で
鹿
児
島
へ
転
居
し
た

こ
と
は
明
治
の
章
で
紹
介
し
た
。

そ
れ
以
後
、
京
都
店
は
光
景
の
弟
で
あ
る
黒
川
正
弘
が
支
配
人
と
し
て
経
営
に
あ
た

明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
京
都
店
は
、
東
京
と
経
営
が
別
だ
っ
た
た
め

一
見
交
流
が
な
か
っ
た
よ
う
に
み
え

る
が
、
正
弘
の
長
男
英
雄
の
妻
で
あ
る
黒
川
秀
子
に
よ
る
と
、
「
義
父
と
光
景
さ
ん
と
は
兄
弟
で
し
た
か
ら
、
連
絡
は
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第 2 部 近代社会と虎屋

(
2
8
)平成
十
四
年
（
二
0
0
二
）
逝
去

(
2
5
)一八
三
六
ー

一
九
二
四
年

。

京
都
出

身
の
日
本
画
家

。

国
学
·
儒
学
•
仏
典
を

学
び
、
南
画
、
文
人
画
の
分
野
で
活
躍
し

た
。

(
2
6
)富岡
益
太
郎

「鋏
斎
の
思
い
出
」

鐵

齋
研
究
所
昭
和
四
十
八
年
(

-
九
七
三
）

四
月

(
2
7
)-―
二
九
頁
参
照

鉄斎図案の掛紙

月
」
い
う
の
は

き
ち
ん
と
取
り
合
い
、
忙
し
い
時
に
は
お
互
い
に
助
け
合
っ
て
い
ま
し
た

。

大
正
十
三
年
(

-
九
二
四
）
の
昭
和
天
皇

の
御
成
婚
の
際
に
は
、
奥
様
（
光
榮
）
や
何
人
か
の
店
員
を
連
れ
て
京
都
へ
応
援
に
来
て
く
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
」

黒
川
正
弘
と
富
岡
鉄
斎

(25) 

正
弘
は
幕
末
か
ら
大
正
に
か
け
て
活
躍
し
た
日
本
画
家
の
富
岡
鉄
斎
に
息
子
の
よ
う
に
可
愛
が
ら
れ
て
い
た
と
い

う

。

交
友
を
始
め
た
の
は
鉄
斎
が
京
都
店
の
近
く
に
住
ん
で
お
り
、
正
弘
が
趣
味
で
描
い
て
い
た
絵
を
見
て
も
ら
っ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
あ
っ
た

。

時
に
は
使
い
と
し
て
西
園
寺
公
望
な
ど
の
家
へ
赴
く
こ
と
も
あ
り
、
「
拙
者
の
愛
弟
子

(26
)
 

に
御
座
候
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る

。

ま
た
大
正
十

一
年
(
-
九
二
二
）
鉄
斎
の
画
室
を
改
築
し
た
際
に
は
、
京
都
店
の

離
れ
と
茶
室
を
仮
住
居
と
し
て
提
供
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る

。

後
に
は
旧
画
室
を
そ
の
ま
ま
貰
い
受
け
て
、
茶
室
と

し
て
店
の
庭
に
移
築
し
て
い
る

。

こ
の
よ
う
な
つ
な
が
り
も
あ
っ
て
、
虎
屋
で
は
鉄
斎
の
作
品
を
多
数
所
蔵
し
て
い
る

。

ち
な
み
に
現
在
、
店
で
使
わ

れ
て
い
る
掛
け
紙
（
竹
に
虎
お
よ
び
「
羅
漢
虎
上
図
」
）
も
鉄
斎
の
作
で
あ
る

。

虎
屋
を
退
職
し
て
和
菓
子
屋
を
開
い
た
店
員
た
ち

(27) 

虎
屋
で
は
古
く
か
ら
別
家
制
度
が
あ
っ
た
が
、
他
店
の
よ
う
な
暖
簾
分
け
し
た
う
え
で
の
独
立
は
し
な
い
習
わ
し
と

な
っ
て
お
り
、
例
え
ば
東
京
の
店
員
で
別
家
に
な
っ
た
西

川
武
兵
衛
や
市
川
戸
市
は
、
そ
の
ま
ま
店
で
勤
務

し
て
い
た

。

し
か
し
、
大
正
時
代
の
京
都
店
で
は
、
数
軒
だ
が
、
あ
る
年
数
を
勤
め
た
後
、
店
を
辞
め
て
和
菓
子
屋
を
開
い
た
と
い

(28) 

う
例
が
残
っ
て
い
る

。

京
都
市
北
区
上
柳
町
の
和
菓
子
店
「
闊
月
」
主
人
後
藤
英
雄
氏
の
父
は
、
そ
う

し
た

一
人
で
あ

る
。

開
店
の
経
緯
や
虎
屋
を
退
職
し
て
店
を
開
い
た
店
員
に
つ
い
て
、
後
藤
氏
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る

。

.. 

商
売
を
始
め
た
の
は
大
正
五
年
(

-
九

一
六
）
で
す

。

虎
屋
は
ん
は
暖
簾
分
け
せ
え
へ
ん
の
で
、

゜

う

ヽ

と
し

（
店
名
の
）「
嗽

「
虎
が
月
に
向
か
っ
て
咆
賭
す
る
さ
ま
」
と
字
引
に
書
い
て
あ
り
ま
す
し
、
禅
宗
の
お
坊
さ
ん
が
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第 2 章 大正時代の虎屋

(
2
9
)
北
区
小
山
下
総
町

(
3
0
)
こ
の
ほ
か
に
以
下
の
店
が
虎
屋
を
退

職
し
て
和
菓
子

屋
を
開
い
た
と
い
わ
れ

る
。

川
村
光
忠
（
上
京
区
二
条
通
柳
馬
場

西
入
ル
）
、
二
楽
庵
（
上
京
区
上
立
売
大

宮
東
入
ル
）

。

こ
れ
ら
は
す
で
に
廃
業
し

て
い
る

。

こ
。t
 

今
の
と
こ
ろ
史
料
が
な
く
不
明
で
あ
る

。

の
下
岡
さ
ん

「
虎
屋
の
流
れ
を
汲
ん
で
る
の
や
」
と
い
う
の
で
、
晴
月
と
い
う
名
前
を
つ
け
た
ん
で
す

。

（
こ
の
ほ
か
虎
屋
で
修
行
し
た
後
に
、
虎
屋
を
辞
め
て
菓
子
屋
を
始
め
た
の
は
）
寺
町
今
出川
下
が
っ
た
と
こ
ろ

(29
)

(30
) 

（
橘
屋
）
と
、
生
風
庵
の
南
さ
ん
で
し
た

。

商
売
を
や
り
な
が
ら
も
（
虎
屋
の
）
東
京
店
が
忙
し
い
時
に
は
京
都
店
か
ら
呼
ば
れ
て
、
時
々
東
京
ま
で
手
伝
い

一
般
に
商
家
で
は
、
暖
簾
分
け
を
さ
れ
て
独
立
し
た
後
も
、
主
家
と
は
深
い
関
係
が
続
く
こ
と
が
多
い

。

し
か
し
こ

の
場
合
は
、
暖
簾
分
け
と
い
う
か
た
ち
で
は
な
く
独
立
し
た
店
員
が
、
そ
の
後
も
東
京
店
の
繁
忙
期
な
ど
に
は
手
伝
い

に
行
っ
て
い
る

。

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
得
た
の
か
、
ま
た
ど
う
し
て
独
立
を
許
可
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
、

し
か
し
東
京
店
・
京
都
店
の
関
係
を
み
る
と
、
兄
弟
で
経
営
を
分
け
つ
つ
も
、
店
主
が
い
る
東
京
を
本
家
と
し
、
ゆ

る
や
か
な
連
携
と
も
い
う
べ
き
結
び
つ
き
に
あ
っ
た
と
い
え
る

。

そ
の
点
で
は
、
暖
簾
分
け
を
す
る

一
般
の
商
家
の
ケ

ー
ス
に
も
相
通
じ
る
部
分
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い

。

こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
は
昭
和
以
降
み
ら
れ
な
く
な
る
が
、
大
正
時

代
の
京
都
店
の

―
つ
の
特
徴
だ
っ
た
と
い
え
よ
う

。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
光
景
か
ら
武
雄
に
経
営
の
実
質
が
移
り
、
お
得
意
様
が
広
が
り
、
新
し
い
菓
子
も
増
え
、
こ
れ

ま
で
と
は
異
な
っ
た
様
相
を
み
せ
始
め
た
虎
屋
だ
が
、
す
ぐ
そ
こ
に
激
動
の
昭
和
の
幕
開
け
が
迫
っ
て
い
た
の
で
あ
っ

に
行
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す

。
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